
令和 6年（2024年）4月15日　第82号（1） 八王子消化器病院ニュース

OORURI OORURI OORURI OORURI OORURI OORURI OO
RURI OORURI OORURI OORURI OORURI OORURI OORU
RI OORURI OORURI OORURI OORURI OORURI OORURI 
OORURI OORURI OORURI OORURI OORURI OORURI OO
RURI OORURI OORURI OORURI OORURI OORURI OORU
RI OORURI OORURI OORURI OORURI OORURI OORURI 
OORURI OORURI OORURI OORURI OORURI OORURI OO
おおるり

医療法人財団　中山会

八王子消化器病院ニュース

HACHIOJI DIGESTIVE DISEASE HOSPITAL NEWS
〒192-0903　東京都八王子市万町 177-3

TEL：042-626-5111
www.hachiojishokaki.com

制作　（株）教育広報社

̶ 患者様のための医療 ̶

八王子消化器病院
第82号

い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

八
王
子
消
化
器
病
院　

病
院
長

小
池　
伸
定

寒
い
季
節
が
過
ぎ
、
す
っ
か
り
過
ご
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
私
は
、
本
稿
執
筆
の
傍
ら
短
い
春
休

み
に
も
か
か
わ
ら
ず
宿
題
を
抱
え
る
子
供
の
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
生
活
に
関
す
る

レ
ポ
ー
ト
で
す
。
約
２
６
０
年
間
続
い
た
、
そ
の

時
代
の
文
化
・
生
活
習
慣
は
現
在
で
も
数
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
庶
民
は
一
日
２
食
を
基
本
と

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
日
は
夜
明
け
と
共
に

始
ま
り
町
木
戸
が
開
け
ら
れ
、
夜
８
～
９
時
に
は

就
寝
し
10
時
に
町
木
戸
が
閉
じ
ら
れ
ま
す
。
現
代

に
比
べ
不
便
で
、
満
足
な
医
療
も
な
い
時
代
で
す

が
羨
望
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
電
気
の
な
い
世

界
で
は
、
さ
ぞ
か
し
夜
空
が
美
し
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
時
は
流
れ
文
明
の
進
歩
に
よ
り
私
達
の
生
活

は
一
変
し
、
夜
は
明
る
く
な
り
働
き
方
も
変
わ
り

ま
し
た
。

２
０
１
９
年
に
施
行
さ
れ
た
「
働
き
方
改
革
関
連

法
」
で
は
、
建
設
業
、
自
動
車
運
転
業
、
医
師
は

５
年
間
の
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
２
０
２
０
年
春
に
起
き
たCOVID

-19

の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
な
感
染
拡
大
に
よ
り
、
医
療
者
は
昼

夜
を
問
わ
ず
緊
張
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。
よ
う
や

く
解
放
さ
れ
た
の
も
束
の
間
、
十
分
な
準
備
が
で

き
な
い
ま
ま
２
０
２
４
年
４
月
に
始
ま
っ
た
の
が

〝
医
師
の
働
き
方
改
革
〟
で
す
。

長
き
に
わ
た
り
医
療
者
、
特
に
医
師
に
は
自
分

達
が
労
働
者
で
あ
る
自
覚
が
欠
け
て
い
た
と
感
じ

ま
す
。
求
め
に
対
応
す
る
の
が
当
然
と
思
い
、
医

師
に
な
っ
た
当
初
は
術
後
の
患
者
の
側
に
ず
っ
と

付
き
添
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
自
分
の
財
産
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

反
面
、
勤
務
時
間
と
い
う
感
覚
は
、
全
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド
も
な
く
、
起
き
て

仕
事
を
し
て
疲
れ
た
ら
寝
る
生
活
で
し
た
。
経
済

大
国
と
な
っ
た
我
が
国
で
は
「
24
時
間
戦
え
ま
す

か
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
、
働
き
続
け
る
こ

と
で
幸
福
に
な
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
時
代
で

す
。
し
か
し
、
電
通
社
員
が
長
時
間
労
働
の
末
、

う
つ
病
を
発
症
し
自
殺
す
る
等
、
次
第
に
そ
れ
が

問
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

過
労
死
は
残
念
な
こ
と
に
『Karoshi

』
と
し
て
英

単
語
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
背
景
に
、
一
億

総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た
働
き
方
改
革
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

長
時
間
労
働
と
過
労
死
等
は
、
一
か
月
当
た
り

概
ね
80
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
に
継
続
し
て

従
事
し
た
場
合
、
そ
の
関
連
性
が
強
い
と
判
断
さ

れ
ま
す
。
２
０
１
８
年
の
厚
労
省
の
資
料
で
は
、

病
院
勤
務
医
の
約
４
割
が
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え

て
働
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
働
き

方
改
革
で
は
、
病
院
機
能
に
応
じ
て
時
間
外
労
働

の
基
準
が
設
け
ら
れ
、
当
院
で
は
Ａ
水
準
（
年
間

９
６
０
時
間
）
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
時

間
外
労
働
削
減
の
た
め
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
診
療
時
間
の
短
縮
や
会
議
等
を

日
中
に
短
時
間
で
終
わ
ら
せ
る
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
病
状
説
明
も
家
族
の
方
が
揃
い
や
す
い
時
間

帯
に
実
施
す
る
よ
う
配
慮
し
て
き
ま
し
た
が
、
現

在
は
緊
急
で
な
け
れ
ば
日
中
に
行
う
よ
う
促
し
て

い
ま
す
。　

働
き
方
改
革
で
は
、
夜
間
当
直
の
取
り
扱
い
が
肝

と
な
り
ま
す
。
医
療
法
に
お
い
て
、
病
院
に
は
医

師
の
宿
直
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
大
学
病
院
や
救
急

病
院
等
の
夜
間
救
急
診
療
を
行
う
病
院
で
は
〝
業

務
〟
と
な
り
ま
す
が
、
軽
度
ま
た
は
短
時
間
の
業

務
の
み
の
病
院
は
〝
宿
日
直
〟
と
さ
れ
労
働
時
間

で
は
な
く
、
勤
務
と
勤
務
の
間
の
休
息
と
な
り
ま

す
。
前
者
の
病
院
で
は
、
連
続
勤
務
と
な
り
翌
日

に
休
ま
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
全
体
的
に
医
師

不
足
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
病
院
・
診
療
科
に
よ
っ

て
は
、
夜
間
救
急
か
ら
撤
退
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
米
国
で
は
州
に
よ
り
、
予
定
手
術
の

前
夜
に
緊
急
手
術
が
あ
り
医
師
が
十
分
に
睡
眠
を

取
れ
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
旨
を
伝
え
手
術
を
受

け
る
か
患
者
が
決
め
る
権
利
が
あ
る
そ
う
で
す
。

自
己
研
鑽
の
よ
う
に
時
間
外
労
働
の
線
引
き
が
難

し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
医
療
の
質
向
上
の
た
め

に
は
、
最
新
の
知
見
・
技
術
の
習
得
、
学
会
発
表

や
論
文
作
成
が
必
要
で
す
。
本
人
の
意
思
に
よ
る

も
の
は
自
己
研
鑽
で
す
が
、
上
司
の
指
示
に
基
づ

く
と
労
働
に
な
り
ま
す
。
私
が
「
こ
れ
を
や
っ
て

お
い
て
」
と
軽
は
ず
み
に
言
っ
た
場
合
は
労
働
な

の
で
す
。

日
本
消
化
器
外
科
学
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
全

国
の
医
師
数
が
増
加
の
一
途
を
辿
る
中
、
外
科
医

の
割
合
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
子

供
に
消
化
器
外
科
医
を
勧
め
る
か
と
い
う
設
問
に

対
し
「
は
い
（
そ
う
思
う
）」
と
の
回
答
は
僅
か

14.

５
％
で
し
た
。
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
外
科

医
を
志
す
人
が
減
り
、
現
在
の
労
働
環
境
で
は
次

世
代
に
引
き
継
げ
な
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
ま
す
。
10
年
後
、
自
分
自
身
の
治
療
が
必

要
な
時
に
手
術
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
医
療
政
策
は
、
国
や
医
師
会
が
中
心

と
な
り
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
働
き

方
改
革
を
機
に
国
民
の
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
問

題
と
し
て
捉
え
、
双
方
向
で
の
議
論
が
必
要
と
思

い
ま
す
。

当
院
に
お
い
て
も
本
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
医

療
の
質
と
業
務
効
率
化
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え

た
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
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院内探訪　
〜私たちの取り組み〜

医
療
安
全
管
理
室
主
任

医
療
安
全
管
理
者

共
に
つ
く
ろ
う
「
医
療
安
全
」
②

小
川　
麻
美

2前
号
で
は
、
医
療
安
全
管
理
室
の
活
動
を
中

心
に
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
医

療
安
全
管
理
体
制
の
も
う
１
つ
の
柱
で
あ
る
医

療
安
全
管
理
委
員
会
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。

（
医
療
安
全
管
理
委
員
会
）

医
療
安
全
管
理
委
員
会
は
、
各
部
署
で
の
安

全
管
理
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
「
医
療
安
全

推
進
者
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
安
全

活
動
で
は
、
組
織
横
断
的
か
つ
継
続
的
な
取
り

組
み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
部

署
を
巻
き
込
ん
だ
病
院
全
体
で
の
取
り
組
み
に

医
療
安
全
推
進
者
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

医
療
安
全
推
進
者
の
役
割
は
、
各
部
署
か
ら

提
出
さ
れ
る
医
療
安
全
報
告
書
の
把
握
・
医
療

安
全
管
理
室
へ
の
報
告
、
事
例
分
析
お
よ
び
対

策
立
案
・
評
価
等
で
す
。
ま
た
、
医
療
安
全
管

理
委
員
会
で
の
決
定
事
項
を
各
部
署
で
周
知

し
、
医
療
安
全
の
啓
発
・
教
育
を
し
な
が
ら
、

院
内
の
安
全
文
化
の
醸
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

（
医
療
安
全
管
理
委
員
会
の
活
動
内
容
）

医
療
安
全
管
理
委
員
会
の
主
な
活
動
内
容
は
、

以
下
の
通
り
で
す
。

①
医
療
安
全
報
告
書
の
内
容
把
握
お
よ
び
原
因

分
析
・
改
善
策
の
立
案

②
各
部
署
に
対
す
る
医
療
安
全
報
告
書
提
出
の

促
進

③
院
内
で
決
定
さ
れ
た
医
療
事
故
防
止
対
策
等

の
医
療
安
全
に
関
す
る
事
項
の
周
知

④
医
療
事
故
等
の
予
防
・
再
発
防
止
に
関
す
る

研
修
会
の
参
加

⑤
院
内
安
全
ラ
ウ
ン
ド
の
参
加

⑥
医
療
安
全
管
理
委
員
会
の
定
期
開
催
、
全
職

員
対
象
研
修
会
の
開
催

（
医
療
安
全
報
告
書
）

医
療
安
全
活
動
は
診
療
行
為
の
一
環
で
あ
り
、

医
療
の
質
向
上
の
た
め
に
も
重
要
で
す
。
診
療

行
為
の
過
程
で
何
等
か
の
誤
り
が
発
生
し
有
害

事
象
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
原
因
究
明
の
後
に

再
発
防
止
策
を
立
案
し
、
実
施
・
評
価
を
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
医
療
安
全
報
告
書
が
事
例
把

握
に
重
要
で
あ
り
、
再
発
防
止
・
医
療
の
質
向

上
に
繋
が
る
前
向
き
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
全

職
員
に
周
知
し
、
提
出
の
活
発
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
医
療
安
全
報
告
書

を
全
職
員
が
閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整
え
、

情
報
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
構
成
）

医
療
安
全
管
理
委
員
会
で
は
、
医
療
安
全
推

進
者
が
以
下
の
４
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
ア
セ
ス
メ
ン
ト
チ
ー
ム

②PD
CA

チ
ー
ム

③
広
報
チ
ー
ム

④
転
倒
・
転
落
予
防
対
策
チ
ー
ム

（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
チ
ー
ム
）

ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
事
例
分
析
）
チ
ー
ム
で
は
、

医
療
安
全
報
告
事
例
の
把
握
・
分
析
、
再
発
防

止
策
の
立
案
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
報
告
書
の
作
成
、

各
部
署
に
対
す
る
周
知

を
中
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
事
例
分
析

に
際
し
て
は
、
下
表
に
示

す
「SH

EL

モ
デ
ル
」
を

用
い
て
様
々
な
視
点
か

ら
検
証
し
て
い
ま
す
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
チ
ー
ム

が
「SH

EL

モ
デ
ル
」
を

用
い
て
分
析
・
改
善
策
を

立
案
し
た
実
際
の
事
例

に
つ
い
て
、
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
荷
物
置
き
用
籠
の
つ
か
ま
り
立
ち
に
よ
る

　
転
倒
の
防
止
対
策

・
事
例
内
容

上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
目
的
で
来
院
し
た
患

者
を
検
査
前
の
血
圧
測
定
の
た
め
に
、
血
圧
計
に

案
内
し
た
。
測
定
後
、
患
者
が
荷
物
置
き
用
の
籠

（
車
輪
付
き
）
に
、
つ
か
ま
っ
て
立
ち
上
が
ろ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
転
倒
し
て
し

ま
っ
た
。

・
問
題
点

　
①
籠
の
設
置
場
所

・
籠
は
通
路
側
に
、
は
み
出
し
た
状

態
で
設
置
さ
れ
通
行
者
が
接
触
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

　
②
籠
の
仕
様

・
籠
の
車
輪
ス
ト
ッ
パ
ー
は
、
４
輪

中
２
輪
に
し
か
付
い
て
い
な
い
仕

様
で
あ
る
。
ま
た
、
車
輪
が
完
全

に
固
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
少
し
の
力

で
容
易
に
動
い
て
し
ま
う
。

　
③
血
圧
測
定
用
椅
子
の
構
造

・
車
輪
付
き
の
椅
子
で
は
な
い
が
、
床
接
地
面

が
横
滑
り
し
や
す
い
形
状
で
あ
る
。

・
座
面
が
回
転
す
る
構
造
で
不
安
定
で
あ
る
。

　
④
血
圧
計

・
血
圧
計
の
床
接
地
面
に
は
滑
り
止
め
が
な
く
、

少
し
の
力
で
横
滑
り
し
や
す
い
。

・
改
善
策

①
籠
の
設
置
場
所
の
変
更
［
写
真
２
：
矢
印
①
参
照
］

・籠
の
設
置
場
所
を
血
圧
計
の
下
へ
変
更
し
た
。 

・
籠
に
患
者
が
接
触
し
た
際
、
通
路
側
へ
飛
び

出
な
い
よ
う
に
血
圧
計
に
固
定
し
た
。

②
籠
の
変
更
［
写
真
２
：
矢
印
②
参
照
］

・籠
を
車
輪
の
な
い
仕
様
の
も
の
に
変
更
し
た
。 

・
つ
か
ま
り
立
ち
を
回
避
す
る
た
め
、
手
元
よ

り
も
低
い
籠
を
採
用
し
た
。

③
血
圧
測
定
用
椅
子
の
変
更［
写
真
２：矢
印
③
参
照
］

・
血
圧
測
定
用
の
椅
子
を
床
接
地
面
が
横
滑
り

し
づ
ら
く
、
座
面
が
回
転
し
な
い
も
の
に
変

更
し
た
。

④
血
圧
計
の
床
接
地
面
へ
の
滑
り
止
め
施
工　

　
　
［
写
真
２
：
矢
印
②
参
照
］

・
横
滑
り
防
止
の
た
め
、
血
圧
計
の
床
接
地
面

に
滑
り
止
め
テ
ー
プ
を
貼
付
し
た
。

⑤
受
付
機
の
車
輪
固
定
［
写
真
２
：
矢
印
④
参
照
］

・
血
圧
計
に
隣
接
す
る
受
付
機
の
車
輪
ス
ト
ッ

パ
ー
に
よ
る
固
定
を
徹
底
し
た
。

S Software
（ソフトウェア） 手順書やマニュアル、規則など

H Hardware
（ハードウェア） 機器や機材、設備、施設の構造など

E Environment
（環境） 温度や湿度、照度など

L Liveware
（当事者） インシデントに関与した本人

L Liveware
（当事者以外） 当事者以外のチーム、同僚など写真 1

写真 2
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（PDCA

チ
ー
ム
）

PD
CA

チ
ー
ム

で
は
、
立
案
さ
れ

た
対
策
が
同
様
事

例
の
再
発
を
防

ぎ
、
安
全
に
繋
が

る
も
の
で
あ
る
か

をPD
CA

サ
イ
ク

ル
（
下
図
詳
細
）

を
通
し
て
、
評
価

し
て
い
ま
す
。

更
に
、
当
院
で
は
独
自
の
「
セ
ー
フ
テ
ィ
指

数
」
を
用
い
て
以
下
の
手
順
で
評
価
を
数
値
化

し
、
立
案
さ
れ
た
対
策
が
再
発
防
止
に
有
効
で

あ
る
か
を
継
続
的
に
判
断
し
て
い
ま
す
。

①
立
案
し
た
対
策
の
業
務
上
の
実
施
頻
度
に
応

じ
て
、
評
価
日
を
決
定
す
る
。

②
２
回
連
続
で
セ
ー
フ
テ
ィ
指
数
が
80
％
以
上

の
評
価
で
あ
れ
ば
、
当
該
対
策
の
経
過
観
察

は
終
了
と
す
る
。

（
広
報
チ
ー
ム
）

広
報
チ
ー
ム
で
は
、
医
療
安
全
管
理
委
員
会

の
司
会
進
行
、
院
内
報
（
Ｒ
Ｍ
：
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
通
信
）
の
定
期
刊
行
を
中
心
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
Ｒ
Ｍ
通
信
に
は
、
各
チ
ー
ム
か

ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書
や
院
内
外
の
医
療
安
全

に
関
す
る
啓
発
的
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
転
倒
・
転
落
予
防
対
策
チ
ー
ム
）

入
院
患
者
の
高
齢
化
等
に
伴
い
、
医
療
安
全

報
告
書
に
て
転
倒
・
転
落
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
受
け
、
２
０
２
２
年
度
に
転
倒
・
転
落

予
防
対
策
チ
ー
ム
を
発
足
し
ま
し
た
。
同
チ
ー
ム

で
は
、医
療
安
全
報
告
書
の
分
析
を
行
い
、転
倒
・

転
落
が
発
生
し
や
す
い
環
境
因
子
等
を
抽
出
す

る
こ
と
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。　

抽
出
さ
れ
た
問
題
点
か
ら
、
立
案
し
た
予
防

策
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

転
倒
・
転
落
事
故
が
発
生
す
る
要
因
の
１
つ

と
し
て
、
履
物
の
踵
を
踏
ん
だ
状
態
ま
た
は
、

踵
の
な
い
履
物
で
の
転
倒
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
同
チ
ー
ム
で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
入
院
予
約
時
に
患

者
の
皆
様
や
、
ご
家
族
の
方
へ
注
意
喚
起
を

開
始
し
ま
し
た
。

②
転
倒
危
険
度
自
己
診
断
テ
ス
ト
の
実
施

入
院
患
者
の
皆
様
・
ご
家
族
の
方
を
対
象
に

「
転
倒
危
険
度
自
己
診
断
テ
ス
ト
」
を
導
入
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
誰
に
で
も
転
倒
の
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
そ
の
危

険
度
を
医
療
者
だ
け
で
は
な
く
患
者
の
皆
様

に
も
一
緒
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
取
り

組
み
で
す
。

③
入
院
患
者
へ
の
協
力
依
頼

転
倒
・
転
落
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
、
入
院

患
者
の
皆
様
の
協
力
を
得
る
た
め
各
病
室
据

え
置
き
の
冊
子
に
「
ベ
ッ
ド
の
高
さ
・
柵
の

設
置
に
関
す
る
依
頼
」
や
「
日
常
生
活
動
作
・

疾
患
に
合
わ
せ
た
安
静
度
」
に
つ
い
て
明
記

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
患
者
の
皆
様
の
安
静

度
区
分
を
医
療
者
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
、

入
院
中
に
携
帯
す
る
診
察
券
ホ
ル
ダ
ー
の
紐

を
色
分
け
し
て
い
ま
す
。

④
転
倒
・
転
落
事
故
発
生
時
の
対
応

予
防
策
を
講
じ
て
い
て
も
、
予
期
し
な
い
転

倒
・
転
落
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
医
療
安
全
で
は
「
い
つ
で
も
・
誰
で
も
・

ど
こ
で
も
転
ぶ
」
と
い
う
考
え
の
下
、
転
倒

す
る
こ
と
自
体
で
は
な
く
、
転
倒
が
大
怪
我

に
繋
が
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
院
で
は
、
転
倒
・
転
落
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
備
え
て
「
転
倒
・
転
落
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
医
療
者
が
統
一
し

た
対
応
を
取
れ
る
仕
組
み
作
り
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
故
発
生
後
に
実
施
す
る
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
の
内
容
を
統
一
す
る
こ
と
で
再

発
防
止
策
の
立
案
に
活
か
し
、
安
全
な
療
養

環
境
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

以
上
、
医
療
安
全
管
理
委
員
会
の
活
動
内
容

等
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
私
が

当
院
で
の
医
療
安
全
管
理
に
携
わ
っ
て
か
ら
、

早
10
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
医
療
安
全
管
理
に
は
終

わ
り
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
医

療
の
安
全
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
私
達
、
医

療
者
の
安
全
意
識
の
向
上
は
勿
論
で
す
が
、
患

者
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
共
に
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
す
。

当
院
の
基
本
方
針
の
１
つ
で
あ
る
「
安
全
・

安
心
な
医
療
環
境
」
を
提
供
し
続
け
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

上左右　転倒防止のポスター

↓ 
転
倒
危
険
度
自
己
診
断
テ
ス
ト

↓ 

入
院
患
者
へ
の
協
力
依
頼

年
１
回
以
上

半
年
に
１
回
以
上

月
１
回
以
上

週
１
回
以
上

実
施
頻
度

２
年
後

１
年
後

６
ヶ
月
後

３
ヶ
月
後

評
価
日 

（
対
策
実
施
日
か
ら
の
経
過
期
間
）

対
策
の　
　

現
状
調
査

対
策
の　
　

実
施
状
況

対
策
の　
　

周
知
状
況

評
価
項
目

問
題
が
あ
り
修
正
し
て
い
な
い

問
題
が
あ
る
も
修
正
済
み

問
題
（
修
正
点
）
な
し

実
施
し
て
い
な
い
職
員
が
い
る

全
員
が
実
施
し
て
い
る

知
ら
な
い
職
員
が
い
る

全
員
が
知
っ
て
い
る

０
％

+

20
％

+

40
％
０
％

+

30
％
０
％

+

30
％

セ
ー
フ
テ
ィ
指
数

セ
ー
フ
テ
ィ
指
数
の
算
出
方
法



令和6年（2024年）4月15日　第82号 （4）八王子消化器病院ニュース

事
務
長　

大
津　

行
博

失
敗
考

世
の
中
に
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
些
細

な
失
敗
が
原
因
と
な
り
、
大
事
故
に
発
展
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
年
明
け
に
発
生
し

た
航
空
機
同
士
の
衝
突
事
故
は
、
大
惨
事
と
し

て
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
事
故
の

原
因
は
、
機
器
ト
ラ
ブ
ル
等
の
ハ
ー
ド
面
で
は

な
く
滑
走
路
へ
の
進
入
許
可
と
停
止
位
置
に
つ

い
て
、
機
長
と
航
空
管
制
官
が
異
な
っ
た
認
識

を
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
人
為
的
な
ミ
ス
で
し

た
。
一
方
、
身
近
な
例
を
挙
げ
て
み
て
も
、
雨

が
上
が
っ
た
後
の
傘
の
置
き
忘
れ
や
「
可
愛
い

お
坊
ち
ゃ
ん
で
す
ね
〜
」「
い
や
、娘
で
す
け
ど
」

と
い
う
失
敗
を
一
度
は
、
経
験
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
私
達
の
生
活
は
、
こ
の

よ
う
な
小
さ
な
失
敗
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

そ
っ
か
し
い
サ
ザ
エ
さ
ん
や
、
の
び
太
君
が
長

く
皆
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
も
、
誰
も
が
共
感
で

き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
労
働
災
害
の
分
野
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
事
故
発
生
に
つ
い
て
の
経
験
則
「
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
の
法
則
」
に
よ
り
ま
す
と
、
同
じ
人
間

が
起
こ
し
た
３
３
０
件
の
災
害
の
う
ち
、
１
件

は
重
い
災
害
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
29
回
の
軽

傷
、
３
０
０
回
の
傷
害
の
な
い
事
故
を
起
こ
し

て
い
る
（1

：29

：300

の
法
則
）
こ
と
に
な

り
ま
す
。
更
に
は
、
３
０
０
回
の
無
傷
害
事
故

の
背
後
に
は
、
数
千
の
不
安
全
行
動
・
状
態
が

あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
界
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
１
９
９
９
年

は
、
横
浜
市
立
大
学
の
〝
手
術
患
者
取
り
違
え

事
故
〟、
都
立
広
尾
病
院
で
の
〝
消
毒
薬
の
誤

投
与
事
故
〟
等
が
相
次
い
で
起
き
、
社
会
的
に

も
大
き
な
関
心
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
契

機
に
医
療
安
全
対
策
の
機
運
が
高
ま
り
、
厚
生

労
働
省
に
設
置
さ
れ
た
医
療
安
全
推
進
室
の
主

導
に
よ
る
医
療
事
故
防
止
の
諸
施
策
が
講
じ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
等
が
後
の
医
療
事
故
情
報
収

集
等
事
業
や
医
療
事
故
調
査
制
度
に
繋
が
っ
て

い
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
は
〝
医
療
安
全
元

年
〟
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
年
、
米
国
医
学
研
究
所
（
現
：
全
米
医
学

ア
カ
デ
ミ
ー
）
が
公
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
の
タ
イ

ト
ル
は
、
奇
し
く
も
「To Err Is H

um
an

：

人
は
誰
で
も
間
違
え
る
」で
し
た
。
こ
の
レ
ポ
ー

ト
は
、
広
く
医
療
者
の
安
全
に
関
す
る
意
識
を

高
め
た
名
著
と
さ
れ
、
我
が
国
で
も
翻
訳
出
版

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
医
療
事
故
は
組
織

内
で
複
数
の
要
因
が
重
な
っ
た
結
果
生
じ
る
も

の
で
あ
り
、
関
与
し
た
人
間
に
責
任
を
負
わ
せ

る
だ
け
で
は
何
も
解
決
し
な
い
こ
と
を
提
言
し

て
い
ま
す
。

私
達
は
、
何
故
間
違
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

心
理
学
の
一
分
野
で
あ
る
認
知
心
理
学
を
基
に

失
敗
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
人
間
の
知
覚
、
記
憶
、
思
考
、

言
語
、
行
動
選
択
等
の
認
知
の
働
き
を
解
明
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
分
か
り
や
す

く
言
い
ま
す
と
、
私
達
が
日
常
生
活
に
お
い
て

実
際
に
実
施
で
き
て
い
る
こ
と
を
対
象
に
し

て
、
何
故
そ
れ
が
で
き
て
い
る
の
か
（
ま
た
は

何
故
そ
れ
が
で
き
な
い
の
か
）
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
は
、
人
間
の
認
知
や
判

断
、
行
動
が
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
来
期

待
さ
れ
た
結
果
で
は
な
く
、
望
ま
し
く
な
い
結

果
（
勘
違
い
、
や
り
忘
れ
等
）
が
生
じ
て
し
ま

う
こ
と
を
〝
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
〟
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

人
間
の
行
為
や
判
断
パ
タ
ー
ン
に
は
、
２
つ

の
認
知
シ
ス
テ
ム
が
関
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
１
つ
は
直
感
的
、
無
意
識
な
判
断

で
あ
る
「
自
動
処
理
」、
も
う
１
つ
は
慎
重
、

意
識
的
な
判
断
で
あ
る
「
制
御
処
理
」
で
す
。

そ
し
て
本
来
、
制
御
処
理
を
す
る
べ
き
と
こ
ろ

で
自
動
処
理
を
し
て
し
ま
う
（
割
り
込
ん
で
く

る
）
時
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
発
生
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
い
つ
も
と
違
う
こ
と

を
す
る
と
き
、
難
し
い
こ
と
を
す
る
と
き
、
急

い
で
い
た
り
忙
し
い
と
き
、
ぼ
ん
や
り
し
て
い

る
と
き
等
で
す
。
な
お
、
業
務
に
お
い
て
は
自

動
処
理
で
あ
る
熟
練
し
た
ス
キ
ル
ベ
ー
ス
（
無

意
識
）
の
行
動
が
最
も
エ
ラ
ー
を
起
こ
し
や
す

い
の
で
す
。〝
慣
れ
た
頃
が
最
も
危
険
で
あ
る
〟

と
い
う
言
葉
を
耳
に
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
一

方
、
制
御
処
理
で
は
注
意
・
意
識
を
働
か
せ
る

た
め
、
自
動
処
理
に
比
べ
て
判
断
が
遅
く
な
り
、

容
量
や
持
続
に
も
制
限
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
だ
け
で
は
生
活
や
業
務
が
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
失
敗
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
動
処

理
と
制
御
処
理
の
性
質
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の

よ
う
な
人
間
の
認
知
や
行
動
の
特
性
・
限
界

（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
と
い
い
ま
す
）
を

理
解
し
、
日
々
の
生
活
や
業
務
に
活
か
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
の
例
）

・
い
つ
も
と
違
う
こ
と
を
す
る
と
き
は
、
注

意
が
必
要
と
な
る
。

・
同
じ
パ
タ
ー
ン
が
続
く
と
き
は
、
注
意
が

必
要
と
な
る
。

・
思
い
込
み
は
常
に
自
分
の
中
に
あ
る
。

・〝
大
丈
夫
〟
と
い
う
こ
と
ば
か
り
に
目
が
向

く
。

・
後
で
も
出
来
そ
う
だ
が
出
来
な
い
。

・
急
い
で
い
る
と
注
意
を
向
け
ら
れ
な
い
。

・
同
時
に
沢
山
の
こ
と
に
注
意
を
向
け
ら
れ

な
い
。

・
注
意
が
向
か
な
い
も
の
は
見
え
て
い
な
い
。

・
同
じ
こ
と
に
注
意
を
向
け
続
け
ら
れ
な
い
。

・
繰
り
返
し
膨
大
な
作
業
を
行
う
と
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

先
述
の
レ
ポ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
「To Err Is 

H
um

an

」
は
、
18
世
紀
の
英
国
の
詩
人
で
あ
る

Alexander Pope

の
詩
の
一
節
で
あ
り
「to 

forgive divine

：
許
す
は
神
の
心
」
と
続
く

そ
う
で
す
。
一
方
、
同
レ
ポ
ー
ト
の
文
中
で
は
、

「but errors can be prevented

：
但
し
、

間
違
い
は
避
け
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
続
い
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
医
療
行
為
の
標
準
的
な
基

準
を
定
め
た
り
、
医
療
ミ
ス
を
報
告
す
る
シ
ス

テ
ム
を
整
備
す
る
等
の
適
切
な
対
策
を
講
じ
る

こ
と
に
よ
り
、
医
療
事
故
を
低
減
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
臨
床
現
場
で
の
永
遠
の
課
題
と
も

い
え
る
医
療
安
全
と
、
私
達
の
身
近
な
生
活
で

起
こ
る
失
敗
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。




